
高知市重層的支援体制整備事業
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～高知市型共生社会の実現を目指して～

支え合いのシンボル「ほおっちょけん（犬）」
（「ほおっちょけん」＝土佐弁でほうっておけない）



① 高知市の重層的支援体制

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

１ 高知市の取組

高知市の重層的支援体制
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〇 重層交付金対象の事業だけではなく、生活保護や成人・精神保健、
まちづくり、防災、教育、環境、消防など、あらゆる分野との協働による
支援体制を構築する。

〇 制度・仕組みを整えるとともに、職員の意識改革・支援力向上を図
ることで、実効性のある取組とする。

〇 縦割りの壁を解消し、各分野が協働して一体的に支援することに
よって、支援力の向上を図るとともに、職員の仕事のやりやすさにもつ
なげる。



① 市役所の機能強化

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

１ 組織体制

“縦割”の 打破
○地域共生社会推進課の設置（Ｒ３）
・複数の部局・課が関わる事案の企画・調整・マネジメントを担う

○地域共生社会推進本部の設置（Ｒ３）
・市長をトップとし、全部局長が集まり、情報共有・協議・検討を行う
・課レベルは本部の下位組織として「部会」を設置
・福祉部門には、現場レベルでの協働のマネジメント役を配置
（包括的相談支援員）

○職員の意識改革
・研修の企画・実施など

～縦の組織に横串を～
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② 地域共生社会推進本部

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

１ 組織体制

【役 割】庁内横断的な対応を要する課題の情報共有，施策の方針を決定・推進
【構成員】本部長：市長

副本部長：両副市長
本部員：部局長

高知市地域共生社会推進本部

幹 事 会

「地域共生社会」の理念共有
複数部局に関わる課題の対応策について協議等を行う。

【役 割】庁内横断的な対応を要する課題の情報共有，施策の方針案を決定・推進
【構成員】幹 事 長：健康福祉部副部長

副幹事長：総務部政策推進室長・市民協働部副部長・地域共生社会推進担当参事
幹 事：各部局副部長級職員

部 会

部会名
（テーマ）

(1) 包括的支援体制推進部会
（R2：相談支援包括化推進部会から

名称を改める）

(2) 防災福祉部会 (3) 地域活動支援検討部会

概要 ・相談支援包括化の推進に向けた仕組み
の検討及び整備
・地域づくりに向けた支援体制の構築
・支援状況から把握した個別課題及び地
域課題の共有，解決策の検討

・情報共有・スキルアッ
プ等
・地域別共生カルテ作成

避難行動要支援者対策 市民主導による地域活動に対し市税の
１％を活用・還元する仕組みを検討

事務局 地域共生社会推進課 地域コミュニティ推進課 地域防災推進課 地域コミュニティ推進課

構成員 設置規程のとおり，関係部局の幹事（副部長級）又は関係課長で構成する
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③ 包括的相談支援員

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

１ 組織体制
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健康福祉部

基幹型地域包括支援センター

健康増進課

福祉管理課

障がい福祉課
（基幹相談支援センター）

こども未来部

子ども育成課
（子ども発達支援センター）

子ども家庭支援センター

母子保健課地域共生社会推進課

包括的相談支援員の役割
・担当分野の職員等からの相談に対する助言
・多様化・複雑化した課題等により相談支援関係部署が複数にまた
がる場合等のマネジメント

・相談支援包括化の推進に必要な研修等の企画・運営協力

役割
・包括的相談支援員のコー
ディネート

・多様化・複雑化した課題等
を抱える世帯への支援状況
の把握・分析

・相談支援包括化の推進に必
要な研修等の企画・運営

・包括的支援体制推進部会
（課長級）の運営

第一福祉課

第二福祉課
教育委員会

教育研究所
（教育支援センター）

包括的相談支援員



④ 社会情勢の変化への対応

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

１ 組織体制

社会情勢の変化に対する挑戦
○福祉的な支援のレベルＵＰ
・組織的な連携体制の構築 ・・・ 地域共生社会推進本部、包括的相談支援員配置など
・個人能力のアップ ・・・ 職員研修など
・事例の積み上げによる制度改正・新たな施策の企画など

○誰もが困りごとを相談しやすい“街”に
・市役所の「どこに」「どのような」相談がきても「しっかり聞いて」「しっかりつなぐ」 ※当たり前
・地域の身近な場所に「なんでも相談できる」窓口を設置 ・・・ ほおっちょけん相談窓口

○現代にあった“つながり”作り ※社会資源の創出・強化

・認知症カフェ、子育てサロン、子ども食堂など様々な “居場所”の創出や住民ボランティアの育成など

○多様な主体との協働（担い手の確保）
・住民、団体、民間企業など ※企業の社会貢献の思いと住民や地域の課題・ニーズのマッチング
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① 相談支援体制の整備

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的支援体制の構築

１．相談を受けとめる
仕組みづくり

① 「どこに」「どんな」相談がきても「しっかり聞いて」「しっかりつなぐ」。
② 関係機関での連携が必要な場合には協力して支援する。

整理

①断らない相談窓口
重層交付金の対象に関係なく、相談支援を行う関係機関を相談支援
機関として位置づけ

②関係機関が連携するための仕組みを構築

・連携のマネジメント等を担う包括的相談支援員を配置

・多機関協働のガイドラインを策定

・支援会議・重層的支援会議の開催方法の整理

【当たり前のことを改めて整理】

＋

２．住民が，より相談しやすい
環境づくり

〇住民に身近な地域に「なんでも相談窓口」を設置。

名称：ほおっちょけん相談窓口
・趣旨に賛同した，薬局や社会福祉法人が運営する事業所で開設（無償）。
・住民の困りごとを受け止める「入口」と，解決をする「出口」の両方の役割。

ほおっちょけん相談窓口

①その場で解決
できる相談

②つなぎ先が
分かる相談

③解決できない
つなぎ先も分か
らない相談

その場で
解決

専門機関
等につなぐ

社協に
つなぐ

入
口

連携

〇必要に応じて「参加支援」「多
機関協働による支援」へ。

寄せられた相談内容などを共有し
地域でできることを話し合う

ネットワークの創出につなげる。

困りごとを相談

出
口

〇高齢者支援課
〇基幹型地域包括支援センター
【直営】１センター【直営】１出張所
〇地域包括支援センター
【直営】１センター【委託】13センター

介 護

〇障がい福祉課 〇健康増進課
〇基幹相談支援センター
・【直営】１センター

〇障害者相談センター
・【委託】４センター

障がい

〇保育幼稚園課
〇母子保健課
〇子ども育成課
〇子ども家庭支援センター
〇子育て世代包括支援センター
【直営】４センター

子ども

〇福祉管理課
〇生活支援相談センター
・【委託】１センター

生活困窮

●相談支援機関 ＝ 断らない相談窓口 計３４か所を位置づけ

①困ったときに相談できる先があり，支援につながる仕組づくり。
②自分が相談しやすい所に相談できる環境づくり。

【目的】

設置
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！寄せられた相談を地域づくりへ



② 多機関協働による支援

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築

複合課題を抱えている世帯に対する支援

支援会議
重層的支援会議

各課対応

各課など

・相談対応
・一次アセスメント

地域共生社会推進課

・多機関協働による
支援の検討

さらに事例を積み上げ，高知市の強み・
弱みを見える化。

新たな仕組み・制度の構築、社会資源
の創出につなげる 8



③ 多機関協働のガイドライン

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的支援体制の構築

～ 多機関協働のガイドライン ～

9

〇 スムーズに協働するための流れ等について定めたもの
〇 支援する側が、常にベストを尽くせるように「しっかり協力する」ためのガイドライン
〇 より良い支援につなげることと合わせて、支援する側の職員も支える。
〇 状況に合わせて柔軟な発想で支援する
○ ガイドラインには、対象者像、フローなど、基本的な協働のルールについて記載
○ このガイドラインはあくまで重層事業スタート時点のものであり、適宜見直しを行う



④ ほおっちょけん相談窓口

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築

○薬局や社会福祉法人（介護、障がい、保育など）に設置

○現在104か所設置済

○無償で協力いただいている

○相談窓口の入口に目印のシールを貼付
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⑤ 参加支援

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築

【地域包括支援センター】
生活支援コーディネーター

包括的
相談支援

多機関協働
による支援

その他の
相談

・働く場
・住まいの確保
・居場所，サロン
・福祉サービス
・ボランティア
・その他（民間サービスなど）

つなぐ

支
援

住民

相談

１．個別支援における参加支援

２．市民全体への情報提供による参加支援

社会資源情報収集提供システム
【愛称：Licoネット】

医療・介護・障がい・子ども・その他の資源など、
社会資源情報を集約し提供

つながる

社会資源情報を集約することで、情報を見える化し、
足らない社会資源の強化・創出につなげる。

つなぐ

つなぐ

R1開設

【市社会福祉協議会】
地域福祉コーディネーター

相談

検索・閲覧

個別支援をきっかけとした地域づくりに強み ボランティア育成など，住民活動支援に強み

個別の相談を”つなぐ“参加支援の役割と
社会資源の強化・創出や住民主体の活動促進など“地域づくり”を担う

つ
な
ぐ

支
援

地域づくりに
向けた支援・既存の社会資源の強化 ・新たな社会資源の創出

・既存の社会資源の強化・新たな社会資源の創出

つ
な
ぐ

つ
な
ぐ

つ
な
ぐ
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⑥“相談”を地域づくりへ

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築

“相談”を 地域づくり へ
課題解決型の地域ネットワーク “わがまちならでは” のプラットフォームの創出

12

行政への
相談内容など

“わがまちならでは”
の

プラットフォーム
共
有

・支え合い機能
・ボランティア育成
・総合事業Ｂ類型
・子ども食堂開設
・認知症カフェ開設
・介護教室
・認知症勉強会
・子育てサロン

民生
委員

サービス
事業所

町内会

新聞
販売所 企業

薬局

住民主体の
活動創出

プラットフォームの立ち上げから、情報の共有や会議の運営支援など ⇒ 生活支援体制整備事業を活用

社福
法人

第2層協議体等

創
出

参加支援により見える化した
必要な社会資源

ほおっちょけん相談窓口への
相談内容など

人口構成をはじめ
あらゆる地域課題

ボラン
ティア

地域課題の情報

行政
地域
包括

社協

協働

まちづくり，防災，教育，
消防部門とも連携

！



⑦“わがまちならでは”のネットワークの事例

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築
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⑧ 多機関連携による地域づくり

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築
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地域づくりに関わる関係部署が、より効率的・効果的に地域づくりを
進めるため、情報共有や連携を深めることを目的に設置している場

小学校区ごとに担当者が集まり「地域課題の共有」や「施策の連携」，
「新たな取組の創出」などを協議している。

・地域共生社会推進課（全体調整）
・地域コミュニティ推進課（まちづくり）
・地域防災推進課（防災）
・基幹型地域包括支援センター（福祉）
・地域協働課（社会福祉協議会）

防災福祉部会

・消防局
・教育委員会
・市民図書館

＋



⑨ ミッションは共通

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築
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地域共生社会推進課・市社協地域共生社会推進課・市社協

「ほおっちょけん相談窓口」への住民の日常生活の困りごとなどを地
域住民、地域団体、企業、行政などが集まって共有し、住民主体の日
常的な支え合いのある地域をつくる。

地域包括支援センター

高齢者の困りごとや高齢者の居場所づくり、介護予防などを切り口に、
支え合いのある地域をつくる。

地域コミュニティ推進課

「こんな街にしたい」「夏祭りを復活させたい」など、住民の興味・関心
のあることを切り口に地域コミュニティの再構築に取り組む。
地域内連携協議会の支援、町内会連合会の支援など

災害時に住民同士が助け合える地域をつくる。
自主防災組織の支援、避難行動要支援者対策など

地域防災推進課

切
り
口
は

違
う
け
ど

“
つ
な
が
り
づ
く
り
”の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

共
通



⑩ まちづくり部門・防災部門との連携

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築
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⑪ 生活支援ボランティア

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築

生活支援ボランティア

養 成 活 動 支 援登 録

養成講座の
開催

ボランティアセンター
登録

困りごととの
マッチング

地域における支え合いの意識の醸成高齢者等の社会参加の機会 生活支援サービスの開発

《利用にあたっての注意点》
❏生活支援ボランティアの5原則
①無償である ②専門的でない ③短時間の活動 ④単発の活動 ⑤身体的介助は伴わない

※生活支援ボランティアは、高知市社協の実施する所定の養成講座を受講し、登録していただいているボランティアで、ボランティア活動保険に加入。

❏基本的な考え方
住民同士をつなぐ支え合いの仕組みであり、地域や困りごとの内容によっては、依頼を受けられないことがある。
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⑫ 生活支援ボランティアの活動事例

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築

買物同行
スーパーに行って買い物をしたいが、足が悪く１人では行
けない。同居の家族の協力も得られず、生活費も限られて
いるため誰か同行してほしい。

独居高齢者宅の電球交換
家の電球が点かなくなり、スタンドライトのわずかな光で
生活している。本人は高齢、自分で交換するのは危険なた
め、交換をお願いしたい。

障がいのある方の自宅清掃
強迫性障害のある方。片付けに対するこだわりや汚れるこ
とへの不安感から一人で片付けが出来ない。今後のヘル
パー利用前に部屋の片づけをしたい。

障がいのある方の自宅清掃
エアコンのフィルター清掃が一人ではできないため手伝っ
てほしい。
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⑬ 三里中学校ゴミ出しボランティア

ということで・・・

人口は減る。若者は減る。子どもは減る。高齢化率は上がる。人間関係は希薄化。
生活の困りごとを抱えている人は増える一方。課題はいっぱい。
でも、担い手が少ない、いない。

２ 包括的相談支援体制の構築

〇感想 〇課題出し 〇次回に向けて

〇不燃物収集日の朝７時頃から活動
〇大人のボランティアと協働

〇留意点等を確認
〇ボランティア（大人）との顔合せ

〇先生と意見交換
⇒生徒会と検討することに

〇不燃物を出すことが
難しい人が増えてきた

地域
課題把握

相談
（働きかけ）

事前学習
（分別方法・個人情報など）

活動

振り返り

・高
知
市
社
会
福
祉
協
議
会

・三
里
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
知
市
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ブラッシュアップ

情報提供・共有

働きかけ

支援・つなぎ

協働

支援

連携


